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書 評

安藤　厚 ， 浦井康男 ， 望 月哲男編

『ドス トエ フ ス キ ー 『罪 と罰』コ ン コ ー ダ ン ス （文脈 つ き用語索引）』

　　　　北海道大学 ス ラ ブ研究セ ン タ ー 発行 ， 1994，
1428p，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井　　桁　　貞　　義

　 「コ ン コ
ー

ダ ン ス 」 （用語索 引 ， 文脈付 き索引） とは 「あ る作品 中に含 まれ

る主要な語を ア ル フ ァ ベ ッ ト順 に並べ
， あわせ て それ が生 じる一

節 を引用 した

もの 」 で あ る とい う。

ω聖書 語句辞典 をは じめ， 西 欧諸語 で 書 か れ た古典 か ら

現代 にい た る まで の文学作 品の コ ン コ ー ダ ン ス は すで に 多 く作成 され ， 利用 さ

れて い る が ， 『プ ー シ キ ン 辞典』 をの ぞ け ば ロ シ ア 語で は コ ン コ ー
ダ ン ス と呼

ば れ る もの はほ とん どな く， 「そ の 力 を実感す る 機会が少 なか っ た 。 」（2）

　こ うした なか ， 北 海道大学文学部 ロ シ ア 文学講座 で
， 平成 2年度教育EJf究学

内特別経費に よる ス ラ ブ研 究セ ン タ
ー

との 共 同研究 プ ロ ジ ェ ク ト 「ロ シ ア文学

の 計量的分析へ の ア プロ ー
チ」で 欧文用光学的文字読み取 り装置を購入 ，

ロ シ

ア 語テ キ ス トデ ー タ ベ ー
ス の 構築 を始め た 。

（3に の プ ロ ジ ェ ク トの 最初の 成果

が 本書で ある 。

　全体で 約176000件の 単語 か ら句読点 と出現頻度の 高い （1000回以 上）16語 を

付録 へ 送 り， 収録 され た 単語は ］30597件 ， 重複 を取 り除 き約25778語形とい う。

読み取 りデ ー タ の 確認 ・修正 に始 ま っ て ス ペ ル チ ェ ッ ク ， 編集 ， 印刷 まで の 困

難 ， 問題 の 克服 ， 処理 の プ ロ セ ス は注記 の 安藤氏 ， 浦井氏の 報告論文に 詳 しい
。

コ ン ピュ
ー タ を駆使 して の

， 気の 遠 くなる よ うな御苦心の 結晶で あ る こ の 労作

は
， 日本ばか りで な く， 世界の ロ シ ア文学研 究 ， そ して ドス トエ フ ス キー研究

の 大 きな転換点 と して ， 研究史の 中 に永久に記 され る こ とに なる で あろ う。

　本文 となる デ ー タ は 見出 し語の ア ル フ ァ ベ ッ ト順 に配列 され て お り， まず頻

度が 示され る 。 各行 は こ の 見出 し語 ・ ： キ ー ワ ー ドを 中心 に 置 き， そ の語 の 左右

の 文脈が70字分取 り出 され て お り，
こ れ を見る だ けで 前後の コ ン テ クス トが 分

か る よ うに な っ て い る 。 さ ら に行の 右側 に ， 30巻ア カ デ ミー
版 ドス トエ フ ス

キ ー一全集 を もとに ， 何処 に現 れ る かが 章 ，
ペ ー ジ ， 行 の 順 に表示 され ， 詳 し く

原文 に あた る利用 者に対 して 指示 して くれ る 。

　 ドス トエ フ ス キー研究で は こ れ まで に
， た と えば 厂突然」 とい う言葉が 頻出
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す る こ とが 指摘 され て きた 。
こ の コ ン コ

ー
ダ ン ス で 「BApyr 」を引 い て み る。

す る と 『罪 と罰』 に は 総数 564回こ の 語が 現 れ る こ とが分 か る 。 そ の 出現の コ

ン テ クス トは本書 5 ペ ー ジ に わ た っ て 延々 と表示 され て い る 。 本書の 末尾 に付

さ れ た付録 2 「頻度辞 典」で 確か め る と， 「Bzpyr 」は 「PaCKOIIbHMKOB 」に

次い で 35番 目に多 く使用 され て い る 語で あ る こ とが 分か る 。
こ れ をソ連 の

一般

の 出版物 を対象 と した調査 の 結果 を報告する 『頻度辞典』 の デ ー タ と比べ て み

る 。 それ に よれ ば 「BApyr 」の 頻度順位 は210番 目 に過 ぎない か ら， 『罪 と罰』

で の 使 用が 異常 な値 を示 して い る と数値的な根拠 に 立 っ て 言 うこ とが で きる

（ちなみ に 『罪 と罰』 の 頻 出10単語 グ ル ー プ と 『頻 度辞典』 の 上位10語 グル ー

プ と は
， 順位 に 異同 はあ る が 完全 に

一
致 して い る）。

〔4） 「突然」 と同 じ く 「3 」

や 「7 」 な どの 数詞 の 使用 の 頻度 に着 目した研 究につ い て も同様の 確認が可 能

に な っ た 。

（5）だが本書 の 威力は こ う した 「特定化 され た 」問題 に だ け発揮 され

る の で は ない
。

　本書の 「まえが き」で 望 月哲男氏 は指摘 して い る 。 「絵 画の 線 の 意味を決定

す る の が 周 囲の 線や 面で あ る よ うに
，

こ れ らの （「突然」な どの ：引用者）語

に特別 なニ ュ ア ン ス を与えて い るの は
，

じつ は その 語 自体 で は な く， 多数の 類

義語 や反意語で あ り， さ らに直接 に はそ れ とは 関係の な い 無数 の 語 の 総体で あ

る 。 しか る にある作品 に お け る特定の 語 の 意味や 用 法を ， 他 の 語の それ との総

合的な比較 におい て と らえる こ とは ， 個 々 の 研究者の 手仕事 に は 余 る作業で あ

る。」「われ わ れ は多 くの 場合 ， 全体 を問題 に する こ とが で きぬ まま ， 特定化 さ

れ た部分 に つ い て論 じて きた の で ある 。
コ ン コ

ー
ダ ン ス はすべ て の 語 をひ とた

び均
…

な レ ベ ル で 数量化 され た デ
ー

タ とする こ とに よ り， 逆 に個 々 の 語や表現

の 特殊性 を論ずる ため の 基盤 を与えて くれ るの で あ る 。 」

　じっ さい
，

1400ペ ージ以 上 に の ぼ る 大判の コ ン コ ー ダ ン ス を手に 取 り， 任意

の 箇所を読み 始め た だけで も ， 研 究者 （読者）の 視野 は拡大 され ，想像力 は刺

激 され て
， 多様 な分析 ， ア プロ ーチ へ と駆 り立 て られ る に 違い ない

。 た とえば

浦井氏 は 「KpeOT 」を例 に挙げて 次 の よ うに言 う。 「『罪 と罰』 に お ける 十字架

（KpeCT ）の シ ン ボ ル性 を分析 す る とい っ た場 合で も， 見出 し語 が KpeCT とそ

の 変化形 の項 を探せ ば ， 作 品中の この 語 の全 出現例が 前後の 文脈 とと もに示 さ

れ る の で
， 大 まか な使用 法 を読み 取 る こ とが で きよ う 。 」

　筆者は こ の 小 説 に ， 登場 人物の シス テ ム の ほ か に
， 概念語の シ ス テ ム が 内在

して い る と考 えて きた が
， 「KallMTan 」 「np 班 3paK 」 「BegHOOTb 」 「｝lcePTBa 」

「BocKpeoeHrae 」 「HoBI ｛［Ul 「G 矼paBeAπHB 鵬 」な どの 語を引い て い くと
，

どの
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よ うな場 面 で ， 誰 が 関 わ る概 念 で あ る か が 明示 され ， 精緻 に 織 られ た テ クス

チ ャ
ー を通 して ，

こ の 作品の 世界 を構成 して い る 論理 シ ス テ ム が 具体 的に 浮か

び上が っ て くる よ うに思 わ れ た 。

　あ るい は また こ ん な時 に も本書は こ ち らの 問い か けに 答 えて くれ た 。 ラ ス

コ ー リ ニ コ フ の 告 白を受けた ソ
ー

ニ ャ が大地 へ の 接 吻 を うなが す場面 で
， 「そ

うすれ ば神 は あ な た に 生 を送 っ て くれ るわ」 と言 う。 こ こ は ）ICH3Hva 　nOluneT

と書 か れ て い る。 そ こ で ；ltH3Hva とい う項 目を見 る と
，
46回使用 され て い る こ

とが 分 か る 。 こ れ を検討する と
， その ほ とん どが前置格 と帰属や 関係 を示す生

格で あ り，
62例使用 され て い る ）lcva3Hh の 形 の 用法 を併 せ て 見 る と，他動詞 の

目的語で 生格 を使 っ て い る の は 『罪 と罰』 で は こ の 箇所だけ と知れ る 。 作者 は

こ こで は特 に 「ECM3Hb 」をま とま っ た
一

つ の モ ノ と して よ りも， 「生 きる エ ネ

ル ギ
ー

」 とい うよ うな数量的な概念 と して独特な使い 方を して い る と言えそ う

で あ る。 あ るい は また ， 「npeOTyn ∬eHvae 」に 関 して は 「神 や 良心 とは な ん の

か かわ りもない 」 とい うよ うな指摘が 日本で な された こ と もあ るが ， 聖書の ロ

シ ア 語の コ ン コ ー ダ ン ス に よれ ば こ の 語 は 聖 書 の 中 で ， 実 は 「過 ち」 や 「違

反」 の 意味で
， 「叩 ex 」の 意識 を もた らす ， きわ め て 重要 な役割 を果た して い

る こ とが知 れ る
。

で は 小説 に お い て こ れ らの 語 は どん な意 味で 出 現 す る の

か ？〔6）さ ら に は 既 に 市 販 さ れ て い る CD −ROM 版 の 英 語訳 CRIME 　AND

PUNISHMENT の 検索機能 と併用する と， た と えば 「白い 」あ る い は 「黒 い 」

な どの 色名 を表す語が ロ シ ア 語原 文 と英語訳 とで は使用 回数 に差 が 出 る 。 翻訳

の 場面 で どの 箇所 の 表現が 変化 し， 消えて しまっ たの か ， とい っ た 問題 もた や

す く検証で きる 。 本書は 無限 と言 っ て もよい ほ どの 可 能性 を秘め て お り， 使用

する側の 動機 に応 じて 様々 の 回答を用意 して くれ る 。

　本書を 日常的に使用す るなか で 感 じる こ とを一
つ 書 きとめて お きた い 。 見出

し語 に続 い て 配列 され て い る使用 例の 順 は
，

キ ー
ワ ー ドの 次に続 く語の 冒頭の

ア ル フ ァ ベ ッ トに なっ て い る よ うだ 。 お そ ら くは コ ン ピ ュ
ー

タ操作 上 の 必然性

が あ る の か と思わ れ るが ，
こ れ を小説中で の 出現 の 順 に配列す る こ とは不可能

なの だ ろ うか 。 そ れ に よ っ て 語 の 使用法の 変化， 意味 の 異同な どが プ ロ ッ トの

運 び と連動 して 見えて くる と恵 われ る の だが 。

　本書 「まえが き」 に よれば
， 北海道大学文学部 ロ シ ア文学講座 とス ラ ブ研 究

セ ン ター に よる研究 プロ ジ ェ ク ト 「19世紀 ロ シ ア 小説の コ ン ピュ
ー

タに よる分

析」で は 「ドス トエ フ ス キ ー以外の作家 た ちの デ
ー

タベ ー
ス の 作成 と諸作家 の

文体 の 比較研究等」 まで もが 目指され て い る とい う 。 安藤氏 は また 「現時点 で
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パ ソ コ ン を利用 した ロ シ ア 文学研究の 課題 は ， 共通 に利用で き信頼 で きる テ キ

ス トデ ー タ を大量 に蓄積 する こ と と
，

コ ン ピ ュ
ー タ の 得意 とす る単語の 検索 ，

リス トア ッ プ ， 数量 的処理 な どをテ キ ス ト解釈に うま く結 び付けて ゆ くア イデ

ア を得 る こ とで ある 。
この 課題 の解決に は共同研究の 輪 を広げて ゆ くこ とが重

要 と思 われ る」 と書い て お られ る 。 学会全体 と して も， 本書の 編者 3氏 に よ る

貴重 な経験 を生か した指導の もと
， 組織的にデ

ー タ を蓄積 して い くよ うな態勢

を整備す る時期 に きて い るだろ う 。

　筆者 は 1977年夏 ， 初め て 参加 した 国際学会 に芦川進
一氏 の 提案 を携えて 行 っ

た 。 帰国 して 書 い た報告に は 次の よ うに あ る 。 「こ の シ ン ポ ジ ウ ム で 私は ドス

トエ フ ス キ イの 言葉 の語句辞典 （コ ン コ ル ダ ン ス ）を作ろ うと提案 し，
これ は

各国の 若手研究者の 賛同 を得 ， 日本 の イ ニ シ ア テ ィ ヴで 実現 し ，
ユ ネス コ に は

た ら きか け よ うとい うこ とが 決ま っ て い る 。 」ω こ の 時 は 『お か しな男の 夢』 を

対象 と した実験 か ら始め ようと ，
コ ン ピュ

ー タ関連 で 働 く友人 と検討 を始め な

が ら ， 本文 を打ち込 む労力 な ど， 当時は あ ま りの 問題 点 を前 に 中途で 放棄 して

しまっ た 。 本書の 「まえが き」 に よれば 「本書は ひ とえに ……安藤厚氏 の情熱

と努力の 賜で あ る」 との こ とだが ， 限 りない 困難 と試行 を克服 して 実現 され た ，

世界 に誇 り得 る 大 きな業績 に心か ら敬意 を捧 げたい
。

（11 浦 井 康 男　「Micro−OCP を 使 っ た　『罪 と 罰』 の コ ン コ
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